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エヱロメルの光学特性に関する
観測的研究
ーしらせ船上観測と衛星観測の比較検証一
0久慈鼠（奈良女子大）、塩原匡貴 （国立極地研）、小林拓（山梨大）、
内山明博、山崎 明宏（気象研）、青木一真（富山大）
（プロジェクト研究；受入担当：久世先生）
平成20年度予薫文学CEReS共同利用研究，署捜会， 2009.2.23
（南様観測研究計画）
スカイラジオメータ観測による広域洋上エアロゾルの
光学特性の長期的モニタリング
研究目的
・エアロゾルの直接効果・間接効果による気候影響の定量的評価
．広域のエアロゾルの光学特性の実態把握とその時空間変動特性
・衛星による広主義のエアロゾル・リモートセンシングの地上検笹データ
研究方法
観測：船鮒繕織スカイラジオメータによる太陽直違光・天空光分光観測
解析：SKYRAD.pack解析スキーム使用
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エアロゾルの地上観測網と衛星観測
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南極観測船「しらせJによる観測
・ 南極地主義観測隊訓練航海におい
て、日本周辺海域のエアロゾルを
観測
第45次訓練航海
・2003年9月4日～10月4日
ー光学観測
・Skyrad,ometer/ OPC / IN/ 
PSAP; 
サンプリング
・非水港佐佐子／化学成分，
・ 日本近海（九州北部付近）におい
て、船上回筏観測で「ヘイズ」が
観測された。
ーその特徴（粒径毒事）を定量的に調べ
る• r-:c,• 
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東アジアにおけるエアロゾルの大気環境インパク ト
平成15年度研究成泉報告書より
2003年9月16呂田本近海
シーン全体として硫酸塩エアロゾルが分布している
→ この硫酸塩エアロゾルは大陸から飛来？！
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（千葉大学CEReS共同利用研究）
プロジェクト研究P-3：衛星データと地上観測ネットワークによる放射収支の
評価と大気パラメー タの長期変動
粒径分布（船上観測）
エアロゾルの光学特性に関する観測的研究
研究目的
エアロゾルの光学的厚さを含む光学特性の広域分布について、船上スカイ
ラジオメータ観測に基づく解析を中心に行い、衛星観測による海上のエアロ
ゾル光学特性との相互比較を通して、 衛星データ解析アルゴリズムの高精
度化に資するための地上検証データを提供する
本年度の研究計画
・改良した擬似動揺装置を用いた、新スカイラジオメータの追尾性能評価
・しらせ級舶船での洋上観測を可能にするため、 動揺角±5度、動揺周期10
秒のもとでの太陽直達先観;D_I出よび天空光観測を達成する。
｛・光学的厚さ：太陽直達光
・粒径分布：天空光
0.2ぃm付近の力ラムのピークは、地表面付近でも確認されている。
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POM・01MK il Sun-tracking Examination Development of a new ship-board sky-radiometer 
POM-OlMKill 
Experi.m四 tf。rrolling/pitching with 5-d句rtea皿plltudeand 10-S蛇 cycleslmu泊tingthe actual 
冊目dltlonsb踊edon the characteristics or the Conner Antsr叫 cRNSblr幽e
Tbefirstpri。dtyfor lmpronm岨 tisgfnn t。thep町f配t叩 E・甘酒ekingIn order for accur・teAOTs
rromo股・bo町ddir眠t回larlrradis且cemessu四国自包againstluge rolling/pitching回nd!tlons.
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スカイラジオメータの取付予定位置
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2009年就航→南極航海での実観測に期待
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－南極航海
西太平洋～インド洋～甫領海
．貴重なデー タセット
．地上観測網の欠測を補う．
．長期観測。
・衛星観測の比較検笹。
しらせ南極航海航路上の観測データ取得状況
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まとめ
・新南極観測船（新しらせ）による広減の浮上エアロゾルの光学特性観測のために、新
重自の鉛量自裕被スカイラジオメー タ（POM・OlMKID）を開発製作した．
・開発にあたり、 18型スカイラジオメー タ（POM，心lMKII）では不十分だった太陽
i阜尾性能の向上のため、パルスモーターからDCサーボモーターへの変更およ
び単一CPUによる制御から盆金♀旦Aによる制御への変更改良を施した．また、
太陽周辺光の鍛潟精度の向上のため、狭視野センサーをCCDカメラ方式からE
SD2~元センサー方式に変更し、字軍軍事負客約2倦に広げた．そして、測定高度角
制御のため応答の速い乏主.:if!1iltの安易センサー を採用した．
盈庖Lt-，誼IH阻動機童書置を用いた地よ鉱厳でl主、ピッチ角、ロー ル角がま3～5度程度
の船体動揺Eに対しては、良好に太陽追尾を行い、安定した玄盛車違主主の観測が可能
であることが.1£された．これにより、エアロゾル先掌納庫きの推定鱒~の陶上が期
待される．
今後の課題と目標・改良した媛似動指装置により、新スカイラジオメー タの追属性能評価を行う．・しらせ級紛紛での浮上観測を可能にするため、動指E角±6度、動揺周期10秒の
もとでの玄室盆盤温を達成する．天~散乱光測定でlま測著書ii.II角を制御するこ
とにより、等太陽高度スキャンを達成する．これにより、エアロゾル給停分布の総
定麺度鐙血ょが期待される．・西太平洋～インド洋～南極海にいたる南極航海において、エアロゾルの広緩分布特
伎と光学特性およびその経年定化の実態把握に資する．
